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断的な事例研究の試み。佐藤章編 2010年　341p.　4410円

585
アジア諸国の障害者法 アジア 7カ国の障害者法の発展状況を国連障

害者権利条約に照らして考察。権利に基づく
アプローチを視点に各国における障害者の権
利確立の現状と課題を明らかにする。

法的権利の確立と課題
小林昌之編 2010年　228p.　3045円

586
国際リサイクルに関する制度変容 アジア各国の再生資源や有害廃棄物に対する

貿易規制や国際的な規制を紹介するとともに，
環境汚染の防止と資源循環の両立をめざし，
規制のあり方について論じる。小島道一編 2010年　291p.　3885円

587
メキシコのビジネスグループの進化と適応 グローバル競争の激化にもかかわらず成長を

続ける新興国のビジネスグループ。その適応
と進化のダイナミズムを，メキシコ最大手の
20ビジネスグループに探る。

その軌跡とダイナミズム
星野妙子著 2010年　243p.　3150円

588
中国の水環境保全とガバナンス 中国の水環境問題解決のために求められるガ

バナンスとは？　2007年水危機以降の太湖流
域における計画，政策，参加をめぐる新たな
展開を分析し制度構築の課題を明らかにする。

太湖流域における制度構築に向けて
大塚健司編 2010年　274p.　3570円

589
アジアの産業発展と技術者 経済発展の根幹は技術発展であり，技術発展

の主たる担い手は技術者である。本書は技術
者に焦点を当てて経済発展のメカニズムを論
じた，新しいアジア経済論の試みである。佐藤幸人編 2010年　168p.　2205円

590
中東アラブ諸国における民間部門の発展 中東アラブ諸国に共通する経済開発の課題で

ある民間部門の発展について，中東湾岸諸国
とエジプトを主な対象とし，その沿革，現状，
発展制約要因を明らかにする。土屋一樹編 2010年　218p.　2835円

591
国際資金移動と東アジア新興国の経済構造変化 金融グローバル化の進展により，東アジア新

興国も国境を越える資金移動から様々な影響
を受けている。国際資金移動の変遷と，これ
ら諸国の経済構造変化との関連を探る。国宗浩三編 2010年　378p.　4935円

592
グローバル競争に打ち勝つ低所得国 低所得国であるバングラデシュやカンボジア

は，グローバル競争に負けるしかないのだろ
うか。現代の低所得国がどのようにして経済
発展や貧困削減を遂げられるかを考える。

新時代の輸出指向開発戦略
山形辰史編 2011年　237p.　3150円

593
朝鮮社会主義経済の理想と現実 ベルリンの壁崩壊とともに「北朝鮮崩壊」論

が唱えられるようになって20年以上経った今
もしぶとく生き残っている朝鮮社会主義経済。
現地発の一次資料によって実態に迫る。

朝鮮民主主義人民共和国における産業構造と経済管理
中川雅彦著 2011年　237p.　3150円

594
新興諸国における高齢者生活保障制度 本書では，新興諸国における高齢化に関する

諸政策に焦点を当て，それがいかなる性格の
ものであるのかを批判的社会老年学を切り口
として解明を試みている。

批判的社会老年学からの接近
宇佐見耕一編 2011年　273p.　3570円

595
ラオスにおける国民国家建設 本書では，「チンタナカーン・マイ」（新思

想）政策を再検討した上で，社会主義の「理
想」と国民国家建設の「現実」との間で試行
錯誤する現在のラオスの姿を描いている。

理想と現実
山田紀彦編 2011年　354p.　4725円




